








 平成 25 年 11 月 27 日（水） 
戦略企画部 統計課 

 

日本の輸出競争力から見た為替レートの影響 

実質実効為替レートとは、名目上の為替レートだけでは無く、通貨の対外競争力を適切に表す

貿易財の価格競争力を測る指標。 

 

実質→対外競争力を測るうえで、単に名目為替レートの動きだけではなく、各国の製品価格等の変

動を考慮に入れたレートにする。 

 

実効→グローバル市場全体での競争関係をみるために、単一通貨だけではなく、貿易相手国の通

貨と円との為替レートを、貿易額でウエイト付けして集計したレートにする。 

 

実質実効為替レートで見た場合、日米の消費者物価指数のインフレ率やULCの差などから、

1995年以降は円安のトレンドになっていると見ることができます。リーマン・ショック以降の過去最

高の円高期でも1980年以降の平均程度であり、現在はプラザ合意以来の円安水準と言え、日

本の輸出企業の価格競争力は過去最高水準にあると言えます。 

 

そのため、 

中長期的には、今後更なる円安は考えにくいと言えます。 
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